
本号の特集にあたって
限られた土地を有効に利用する方法として，地下空間は様々な用途で利用されています。古く

は，鉱山の資源採取のための坑道，道路・鉄道のトンネル，上下水道に利用され，近年では，特

に都市部において，電気，水道，ガス等のライフラインをまとめて地下に埋設する共同溝，地下

鉄，地下河川，地下街や地下駐車場等の施設が整備されています。平野部の少ない我が国におい

ては，地下構造物の設計及び施工について多くの技術が研究開発されてきました。その中でも代

表的な地下構造物であるトンネルについては，青函トンネル等で培った技術が世界の海峡トンネ

ルで用いられており，これからもリニア中央新幹線の工事により技術の蓄積が期待されています。

しかし，高度経済成長期に建設された地下構造物の経年劣化による老朽化，豪雨・地震等による

災害時の地下構造物，2016年11月に福岡市で発生したトンネルの陥没事故など，多くの問題も

残されています。

このような背景を踏まえ「トンネル/地下構造物」と題して，トンネルをはじめ，数多くの地

下構造物を対象に，設計，施工，維持管理に関する最新動向，最新技術とその適用事例，今後の

課題について紹介する特集を企画しました。総説では，地下空間と地盤の関わりと地下構造物の

区分を概説し，今後の展望について執筆されております。3 編の論説では，大規模地下空洞・山

岳トンネル・都市トンネルに関する最新の建設技術及び維持管理について，ご執筆頂きました。

4 編の報告では，環境へ配慮した地盤安定液の利用，下水道管渠の耐震設計，トンネル切羽前方

地下水の調査・評価方法，供用中の高速道路トンネル対策工事といった多岐に渡った報告がされ

ております。

本特集号が読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。

中 村 公 一（なかむら こういち)
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